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　§1．序
　本年の10月」8日から25日．までの間東京においてユネス

コ主催の海洋学に関する三つの国際会議が開かれ，その

1つとして海洋物理学のシンポジアムが19日から22日ま
’
で の4日問にわたって行われたのである．他の2つの会

議とは印度太平洋地域海洋研究機関代表者会議と海洋学’

中間諮問委員会であり，これらの会議を日本で行うよう

になった経緯については，日高孝次教授が日本海洋学会

誌11巻2号に詳しく説明されており，かつシンポジアム

以外は主として事務的なことが議せられたのでここでは

触れない．またシンポジアムも題目は海洋測器，海洋循

環，’および情報交換の3っであったが，ここでは特に2じ

日，21日に開かれた海洋循環につき，現在の研究状況お

よび将来の問題などを海洋物理学的な見方で紹介する．

　§2．，海洋循環のシンポジアムの概略

　今回海洋循環はシンポジアムの大きい目標にとりあげ

たのであるが，その目的は太平洋の循環に主眼をおき，

海流，湧昇流および気象状態の相互の関係を明らかに

し，これらの要素と生物盗源の分布や移動との関連を知

って，将来最’も有効な：観測をするにはどうすればよいか

という手懸をうることにあった．従ってこの会で講演さ

れた内容は単に物理学的なものばかりでなく，化学，地

質学，生物学の各方面にわたり，非常に広範囲な研究が

紹介されたのは結構であったが，その半面主題の焦点が

や・ぼかされて，海洋循環の主な要因，循環の変動をお

こす原因，海況と魚などの生物分布との本質的な関係と

，ヤ・うような要点に対する突込んだ議論が十分なされなか

ったうらみはある．なお循環のシンポジアムの座長とし

て英国国立海洋学研究所長のディーコン（Deacon）博士

が選ばれたが，広範囲にわたる各講演に対して適切な批

判を与えられ，また要をえた総括を述べられたのは敬服’

に値する．勿論この会議では主として英語を用いた．ため

座長としては同博士のような方が有利であったに違いな

いが，国内の学会においてもこのように種々の講演の内

容に広くて深い理解を示し，うまく論議の焦点を捕える

　　＊

座長は少いめではなかろうか．

　§3．海洋循理の理論および実態．

　現在，海洋の大循環を維持する原動力としてはムンク

（ig50）の理論が出て以来，殆んど大洋上の風が主であ

ると考えられてきている．日高孝次博士はこの方面の研

究を更に進められ，今までの風成海流論では質量輸送だ

けから黒潮のような大洋の西側で強い流が生ずることが

説明されていたのであるが，更に流れの鉛直分布を求め

た結果西側では数百米の所までかなり強い流が生じうる

ことが理論的にも証明された・この結論は従来の風成

海流論の弱点，すなわち質量輸送では実際にあうような

値がえられても流速の鉛直分布ではどうなるかという

疑問に答えて，風成海流論の成立するげつの根拠を示し

たものである．・さらに同博士は風の歪力から表面海流の

発散域と収磁域を求める公式を導入し，実際の年平均風　’

の分布から北太平洋の収緻域を求めると大体赤道域附近

と極前線附近の二つにわかれた．この結果は彦坂繁雄氏

（水路部）が1923年から1943年までの船の偏流記録から

出した収敏発散域の分布とよく一致している．

　これに対し高野健三氏（東大）は風の作用が全くなく，

蒸発，降水，輻射等によって表面に密度差があった場合
　　　　　　　　　　　　ノ
にどのような流がおこりうるかということを理論的に論

じた．その結果では大洋の西岸近くでは強い上昇流，

東岸では強い下降流がおこり，また赤道近くでは流は赤

道に対して非対称で・．赤道附近の狭い範囲でのみ強い上．

昇流，南半球では下降流がおこる．それ以外の所では一

般に低緯度では弱い上昇流，高緯度では弱い下降流があ

る．また流れの水平成分は西岸東岸ともにN8。以北では

表層近くで強い北流を示し，IN8。以南では南半球まで強

い南流を示した．この理論では質量輸送が至る所で零に

なり，また水平流も実際のものとは異なるが，最近は海

流の原因として風の作用ばかりがとり上げられているみ

に対し密度分布の影響がどの程度あるかということを推

定した点において非常に有益な研究であろう．たず問題

となるのは，たとえ表面の密度分布は気象条件その他で
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編集部註）　海洋学における循環の取η扱い方は気象学9それと類似している．気象と海洋との相互関連性

　　　　　　は，これまた気象学における重要な一一課題である．市栄氏にお願いして「国際海洋シンポジア
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　　　　大体定まっていても，表層以下では海流ヒよる密度の移

　　　　流が隼’じるかち，この理論による流れと従来の風成海流

　　　　論による流れとを重ね合わせることはできない点で為

　　　　り，やはり’両者を綜合した計算をしなければ，風と密度

　　　　分布とがどれ位の割合で海流を生じるのに寄与するかと

　　　　いう問題の正確な解答はえられないと思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　海洋循環の実態についてはディーコン博士が大西洋，

　　　　太平洋の南北断面について説明し，特に南極海から各大

　　　’洋に拡がる底層水の分布や極前線から沈降する中層水を
酵
　　　　論じ，深層循環に及ぼす極海の影響についての暗示を与・

　　　　えた。なお大西洋と太平洋の循環の垢較をして，太平洋

　　　　では中層水と底層水の間にある深層水は大西洋ほど明瞭

レ、でなく・太平洋が広いため北から南一ゆくと共陳西方

　　　　向にも動くため，上下の水との混合が著しいことや，太

　　　　平洋の深層の酸素その他の営養塩が大西洋に比べて乏し

　　　　いことを示して，両洋における深層循環の力学的な比較

　　　　をする必要があることを力説した．・次にブルン（Bmun）

　　　　博士てコペンハーゲン大学動物学教鐸）1ま生物の環擁か

　　　　ら水温10。Cを境として海洋の生物圏を・分類し，’10。C以

　　　　上の水温を．もつ対流圏に薄応する層を更に光合成の行わ

　　　　れる層と，それ以深層に区別し，また10。C以下の成層

　　　　圏に対する層を3つの層に分けておのおのの層における

　　　　特殊の生物相の説明を行った．なおヨーロッパ産の鰻の

　　　　発生は大体大西洋の藻海附近にあることを稚魚の分布か

　　　　ら示し，生物の発生には海流が重要な関係をもつことを

　　　　力説した。更に日本附近の鰻の発生径路は太平洋の循環

　　　　をよりよく知ることから可能であることを暗示した．こ

　　　　の二人の老大家は何れも極めて平易な話しぶりであった

　　　　が・海洋の循環を大局かも眺め・特を；木平洋と大西洋の

　　　　違いについて指摘している点でわれわれにとって色々と

　　　　示唆する所の多い講演であった．

　　　　　§4．各海域の海況

　　　　　太平洋の各海域の海況の特徴も又この会議で多くの講

　　　　演者により取り上げられた．まず渡辺信雄氏（東海水研）

　　　　は西アリウシャン列島附近における1953年初夏の観測か

　　　　ら・この附近の表層水温の変化には移流や海中の鉛直拡

　　　　散と同じ程度に輻射によっ七海面に与えられる熱量が影

　　　　響することを示し，特に夏期においては海霧によって海

　　　　水にかなりの熱が輸送されると述べた．遠水領一郎博

　　　　士（京大）は海中の各層で圧力傾度とその暦の比容の傾

　　　　度が比例すると仮定し，圧力傾度から地衡流を出す普通

　　　　の力学計算の代嬢；・比容の傾度から流線を求める方法

　　　　を日本南海の黒潮に応用して，千米層附近で10糎／秒程度

　　　　の流速があり，かつその流線が小笠原海嶺によって変曲

　　　　している所から，遠州灘沖で黒潮の本流が反時計廻りの

　　　　迂回をしている現象を，底層流が地形によって曲げちれ

　　　　たものとして説明した．この理論には圧力傾度と比容の

　　　　傾度が任意の層で比例するという仮定が実際に成立して
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝一’　　　、ノ凝．
いるかどうかということと千米層附近のごく弱ヤ1・流が燐
　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一ヤ1続綴
とえ地形によって迂回したと碇も・それより浅噺鰻、・

騒か峨硫れま、で変えうるかどうオ・という二つ嘩講…諜

問点が残されており．，今後の吟味が期待される．　　一，鑓．

　今まで観測の少なかったインドネシア及ぴ南木平洋俸講
　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨、．一
海況についてはウィルトキ博士（Wyrtki・ジギカルタll

海洋学研究所），およぴ・チュラォー．ド博士（Roむhf6r属磯

かストラリア科轍術研究所水産部）傭演力励・』』

前者はインドネシア近海の毎月の表面塩分分布から，一。モ繍1

粋ンに臓層の騨枷変イヒする漉覗
し・また熱帯地方の水深50米～150米の所に広く存在す饗

る高温高塩分の水が・最も蒸発の盛んなE1209～耳150賀・遷

のS15ρ附近・およびE165。・》W165。のN22。附近の海鱒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じら　ヨ面から沈降したものであると論じた・後者は・オrズト嶺

ラリア近海では水温塩分だけでは沿岸水と東オースド1

ラリア海流で運ばれる外洋水との区別がつき難い二と参

ら・営養塩類や濁度を用いる水魂の分類を例示し糞．，
カリフォルニア沿岸の湧鼎こつヤ、て，細耕造博講

（東大）は従来海岸から50～100粁以上の沖合では風の・壌

歪力の回転（風の歪力のベクトルをT．，T，とすれ破購

∂T〃／∂x」∂7∀∂夕）が強い所で上昇流が盛ん！こなるすξ誘

が論られていたが，最近の観測によると，それよ瞬誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　じヤ　寄りにもっと強い湧昇がしばしばおこり，その原因どレ蒸

ては岸に平行な北西風が・翻以上つず際表層で磯

沖に向う流が生じ，その水を補うために岸の近くでは下．濠

層の水が上昇することを力学的に示し・天気図から湧昇爆

流を予想することも可能であると論じた．カリフォノレ鑛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヘラすき
ニア沖では黒潮のような強晦流がなヤ’ので海況楓1藩

の分布に左右され易いが・．日本の近海では・一たとえ曝纏

潮の変化をおこすのにはかなりの風が長時間つずくこと』響

が必要で・実際上・風力分布だけからは海況の変化を予．9・

想することはできないようである．しかしカリフォルニ蒸

ア沖の場合は・風の海流におよぼす影響を現実的に知り篠

うる例として大いに参考になると考えられる．　一』繋

§5・海況の変動　　　　　㌧簿
海洋循環の基本的燗農扱・た轍は以上のようレこ楼

僅かであったが，日本近海の海況の変動に関する講演芯

は・国内各官署で業務上重要視しているせいかかなり多墜

かった・宇田道隆博士（東水大）は・過去の東北地方φ雲

冷害年の前の冬にはアリウシァン低気圧とシベリア高纏

圧が共に発達しており・水温はペーリング海では例年よ蕪

り暖く・千島近海では冷たいことと・水温が一2。から，、壌

3。Cの間の中冷水が南まで拡がっていることを指摘し1搾

冷害は黒潮の末端流がア’リクシァン附近までおよぶた㌦

低気圧の発達を助け・さらにこれが冬季の季節風鹸顔馨

て親潮φ発達と南下ゑ生ずるのが原因であろうと締論し鑛

た・この考えは合理的であるが・定量的な吟昧が必妻講

であろう．、やはわ三陸沖の海涜変動を論じたのは竹内能纈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　、、マ媛：藩叢



，国際海洋シムポジァム（市栄）一

鉱忠博士（函館海気）で，まず気象の影響をうけない中層
ザ　　　ハ

塾φ水温を親潮系，黒潮系およぴ混合系に分け・3・5・
ヰ　ロ

欝li8，11月の年4回の過去の観測から1時期の各水系の分
践、ナ』

腿布が他の時期まで持続する程度を統計的に求めた．それ
緊
馨、によると3，5月の分布が8月まで持続する確率はかな

麟
、
，り大きく，従って春に夏の水温を予想することは割合可

　
ヨ

誌．龍性があるが，秋の状態が翌年の冬または春までつずく
るあ

嘗ことは少いことがわかつた・なお極前線の北側と南側の

賦水塊の比容の差はちょうどZonal　indexのように黒潮

器の流量を表わしていて，これがまた親潮の勢力とも関
あ　デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1係があることが分った。この研究は一つには東北冷害を

1ド予想するにはいつの海況を用いればよいかという点を明

1らかにし．また黒潮の勢力を簡単な目安で表わすという

1、・1点で実用上極めて有益であり・今後海況変動の力学的な

疑1機樽を導入することによってさらに発展することが期待
ll一

トされる．
ト
ト　黒潮の変動としては庄司犬太郎氏（水路部）の八丈島

1
，
1およ’ぴ本州沿岸の平均水面の変動と黒潮との関係の研究

1〕がある・それによると・気圧補正を行った日平均水面は

摯、近海の海流による海面の傾度と密接な相関があり，特に

甚，、八丈島の平均水面は黒潮の流軸の位置によって変化し，
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

駆一方黒潮の蛇行によると考えられる20～30日の周期をも

舞、？振動が平均水面の変化観われており・かつ所謂相模

1ジ湾の急潮がおこった際には湾岸の平均水面が20～30糎変

〆．化することが分った・黒潮はちょうど本州と伊豆列島の

1，間を流れているので，その流速はある程度平均水面の傾
ホ

1樹，斜から推定できると考えられるにも拘わらず，従来わが
キ　マ

デ国ではこのような基礎的な研究がなされていないのは残

．一念なことで，今後平均水面と同時に黒潮の1断面を1日

、
．

または2日位の間隔で何度も観測して，流速と水面傾度

1，、『の正確な関係を把握する必要があると思われる．

1・．　・日本近海の海況の変動については彊岡二郎氏（中央気

ll像台）の研究莇る・それほると・まず解水温の日

1β偏差の自巳相関係数から，水温の持続性は関東以北で約

野2～3カ月，日本南海では1～2カ月程度であわ，その

　変化は1年近くの周期をもつことが示された．なお沿岸

ll．水温は大体沖合50浬程度の水温の変化をよく代表してお
ポつ

iシり・また冬期本州南岸の各地では，低気圧通過後水温が

ll急上昇する例があげられた．市栄課潮の変動を大鯛

1◇期または持続性から4っの型ヒ分類しそのおのおの実例
し

1，諮よぴ考えられる力学的機樽につき論じ，気象現象との

窮類推を加えた・まず第1は遠州灘沖の冷水塊め出現と消

卜．滅で，とれは大体8～10年位の周期で交互にくりかえさ

1，』れ，黒潮のBlocking作用に類するものである．第2は

軽、，3カ月または半年程度の周期をもつ現象で，黒潮の流速

爵流軸の変化や遠州灘沖の冷水塊の勢力の変化として現わ

継その原因は大気循環ρ年変化と考えられる．第3は

臨10日～50日の周期をもち・三陸沖の表面水温の変働

甑　　・

　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　ラ
　　］　一　一　　　　　　　　　　｛

がこれに相当し，その原因には黒潮のPlanetary波と

しての蛇行が考えられる．第4は周期的でなく割合急な

変化で低気圧や台風が黒潮の上を通過する時生ずる沖合

の水温などの変化で，これは恢復するのが10日r）20日程

度であり，所謂強制力によっておこされる境界波として

の力学的性質をもっていることを示した．黒潮の変動も

力学的にはかなり大気の循環の変動と相似な点が見られ

るが，何分海洋の方は変動の機構を追跡しう、るに足る程
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
充分に時間的空間的に密な観測資料が少いので，将来こ

れを確めるような・観測を充実すべきであろう．

　§5．そ　の　他’

　海洋循環の直接の問題ではないが，ウィルトキ博士は

インドネシア附近の海域の雨量を沿岸およぴ島の観測値

から推定し，以前の値は少し多めに見積っていたことを

述べた．また中野猿人博士（気象研）は日本の湾の水深

と卓越風との関係を調査した結果海底が粗い砂のときに

は卓越風が沖合から吹く湾では海岸近くカ1深くなり，．逆

に海底地質が細い粒子でできていて浅い所では卓越風然

沖から吹くときには岸近くが浅くなる更例を示し，風に

よる湾内の鉛直循環が湾の底質の移動に大きぐ作用する’

ことを説明した．

　海水中の種々の化学成分の分布と海洋循環の関係の一

例として，三宅泰雄博士（気象研）は消費された酸素量，

すなわち飽和酸素量と実際の酸素量との差はちょうど炭

酸ザスの増加量と化学的に当価である事実から，海水中

の酸素の消費は有機物の分解で生ずることを述べ，また

酸素の消費量の年変化および局所的な変化がプランクト

ン量の変化とよく一致することから，海水中の酸素量の

分布を支配するのは表層から有機物が沈降して分解する

過程によるもので力挙的な影響は二次的なものであると

結論された．深井麟之助氏（東水研）は1954年の観測結

果から現場密度の等しい面上の酸素の分布を調べた結果

，’酸素もやはり等密度面にそって拡散し，その模様は深

層の循環によく一致していることを示した．酸素の地域

的な分布を支配する原因はなるほど三宅博士の説の如く

局所的な生物の分解作用であるかも知れないが・一方生

物の種類や量の分布はかなり水塊と密接な関係があるこ

とが知られているので，酸素分布が水塊の分布，すなわ

ち循環によって左右されるということも当然予期される

ため，両者の結論は必ずしも矛盾しないが，この種の研

究にはさらに定量的な裏付けが必要なように思われる・

　§6．結　　　語
　全般的に見て今回の会議は初めての海洋の国際会議と

しては成功であったと思われるが，講演の数が多くて議

論の時間が十分なかったことと，学問上の討論会にして

はや㌧形式的であった点が残念である。次回もし機会が

あれば外国の出席者が示したような態度でもっとくつろ

いで自由に討議できる雰囲気をづくることが必要であろ
う。’
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